
廃棄物種別
・家庭系
・事業系

取組種別
・新規
･拡充
･継続

実施時期
前期:H27～31
中期:H32～36
後期:H37～41

数値目標等

（目標年度：H36年度）

施策① 家庭ごみ有料化の導入を検討･･･（新規） 家庭系 新規 ・フォーラム開催等による市民意見聴取と課題整理 前期
事業系 拡充 ・事業系ごみ処理手数料の改定を検討 前期

施策② 生ごみ・紙ごみの減量化を促進･･･（拡充） 家庭系 拡充 ・ダンボールコンポスト等による生ごみリサイクル・循環システムの推進 前期
家庭系 新規 ・再生可能な紙類の分別収集 前期

家庭･事業系 新規 ・古紙回収事業者等との連携 前期
事業系 拡充 ・多量排出事業者への指導 前期
事業系 拡充 ・焼却施設への生ごみ・紙ごみの搬入規制 前期

施策③ ごみの減量に取り組む人材の育成や 家庭系 継続 ・53ダイエットネットワークによる講習会の開催 ー
市民団体・事業者等への支援･･･（拡充） 家庭系 継続 ・商店街等との連携によるグリーンコンシューマー育成 ー

家庭系 拡充 ・婦人会によるダンボールコンポストの普及促進 前期
家庭系 拡充 ・ごみの減量に取り組むボランティア団体の育成 前期
事業系 継続 ・食品廃棄物排出事業者等への研修会の開催 ー

施策④ 容器包装廃棄物などの減量･･･（継続） 家庭系 継続 ・「環境にやさしい買い物推進店」の登録推進 ー
家庭･事業系 継続 ・優良な町会や事業者等の表彰 ー
家庭･事業系 継続 ・グリーン購入の推進　 ー

施策⑤ 環境教育・普及啓発の充実･･･（拡充） 家庭系 継続 ・町会や学校等への出前講座の実施 ー
家庭系 拡充 ・ごみの減量に関する市民意識の醸成に向けた環境学習の充実 前期
家庭系 継続 ・廃棄物対策推進員等の活動支援 ー

施策⑥ 事業者との役割分担による資源回収ルートの 家庭系 拡充 ・「ストアーくるステーション」など資源回収拠点の増設 前期
確保･･･（新規） 家庭･事業系 新規 ・古紙回収事業者等との連携（再掲） 前期

施策⑦ 市民・事業者への情報提供と指導の徹底 家庭系 継続 ・「ごみの分け方・出し方」パンフレットの全世帯配布 ー
　　　･･･（拡充） 家庭系 拡充 ・ごみステーションでの分別指導の徹底 前期

家庭系 継続 ・金沢ごみゼロドットコム配信による情報提供 ー
事業系 継続 ・事業系ごみの適正処分や資源化・減量化の周知徹底 ー

施策⑧ 将来を見据えた収集体制や施設整備の 家庭系 新規 ・高齢者・障害者等にやさしい戸別収集の実施 前期
推進･･･（新規） 家庭･事業系 新規 ・東部環境エネルギーセンター新工場整備計画の策定 前期

家庭系 継続 ・ごみ収集業務の委託化の推進 ー
家庭系 継続 ・リサイクルプラザ等の運営効率化 ー

施策⑨ 不法投棄防止対策等の強化とルール違反ごみ 家庭･事業系 拡充 ・警察と連携した取締りの強化と不法投棄防止ネットワーク会議による情報の共有 前期
の撲滅･･･（拡充） 家庭･事業系 継続 ・監視カメラの設置やパトロールの強化 ー

家庭系 拡充 ・ごみステーションでの分別指導の徹底（再掲） 前期
家庭系 拡充 ・ごみステーションでの金属類持ち去り対策の強化 前期

施策⑩ 災害時のごみ処理体制の整備･･･（拡充） 家庭･事業系 新規 ・災害廃棄物処理計画・業務マニュアルの策定 前期

施策⑪ 廃棄物バイオマスの活用･･･（新規） 事業系 新規 ・破砕木くずのバイオマス燃料化の実施を検討 中期
施策⑫ ごみ処理における温室効果ガスの削減 家庭･事業系 新規 ・東部環境エネルギーセンター新工場でのエネルギー利用の高効率化を検討 前期

　　･･･（拡充） 事業系 新規 ・民間処理事業者の温室効果ガス削減に向けた取り組みを強化 前期

基本方針・施策 主な取り組み

(1)家庭ごみの減量
　　△14,000ｔ

(2)事業系ごみの減量
　　　△9,000ｔ

(3)施策の効果以外の要因
　　による増減見込み
　・人口減少
　　　△4,000ｔ
　・新幹線開業
　　　＋2,000ｔ

(1)～(3)により、
ごみ減量化量
　　　　：△25,000ｔ

(4)紙類の資源化
（燃やすごみの減量）
　　＋11,000ｔ

(5)破砕木くずの資源化
　　＋9,000ｔ

(4)、(5)により、
資源化量：＋20,000ｔ

基本方針１：市民・事業者との協働によるごみの減量

基本方針２：分別の徹底と再使用、再生利用の促進

基本方針３：適正で効率的なごみ処理体制の再構築

基本方針４：地球温暖化対策の強化

資料 ３基本方針・施策・主な取り組み


